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会長 原田晃博    例会場 : 割烹「ふな又」 例会日：第２・３・４木曜日  

幹事 津多一幸  事務所：さいたま市岩槻区本町 3-8-2-203 ℡048-758-0680 FAX048-758-0681  

       http://www.iwatsuki-rotaryclub.jp  E-mail:info@iwatsuki-rotaryclub.jp 

 

◆次回の例会◆ 平成３０年９月２０日（木）     クラブ協議会       点鐘： １９：００   会場： ふな又 

 

 会長挨拶       第 56代会長 原田晃博 

皆様こんにちは！ 

来週は中川高志ガバナーの公式訪問例会で 

す。 

中川ガバナーは本日（9月13日）現在で第2 

770地区内の43クラブを精力的に訪問して 

おります。かなりのハイペースです。 

そして本日のクラブ協議会は、第4Gガバナー補佐菊池和彦

様によるガバナー公式訪問における準備と心構え等をご

教示して戴きます。来週に向け、しっかりと学びましょう。 

 

最近、心に残った言葉； 

  服は、太りはじめを教えてくれる。 

  新しい事を始める人は、何歳だって新人だ。 

  人の想いは、見えるものではなく、気づくものでした。  

              以上、会長挨拶でした。 

 

幹事報告             幹事 津多一幸 

原田晃博年度  第８回  通算２６６８例会                平成３０年９月１３日 
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Weekly Report 
クラブ・テーマＰａｒｔｉｃｉｐａｔｅ Ａｃｔｉｖｅｌｙ，Ｅｎｇａｇｅ Ｒｏｔａｒｙ，Ｃｈａｎｇｅ Ｌｉｖｅｓ

「積極的に参加し、ロータリーを実践し、みんなに豊かな人生を」

 

インターアクト 

１ 国際ロータリー日本事務局より、9月 

ＲＩレートは、1ドル＝１１２円とな 

っております。 

２ 国際ロータリー第２７７０地区より、 

地区大会のご案内が届いております。 

３ 国際ロータリー第２７７０地区より、地区大会クラブ 

紹介についてのお願いが届いております。 

４ 国際ロータリー第２７７０地区より、地区大会記念ポ 

リオ撲滅チャリティゴルフコンペ開催要領が届いてお 

ります。 

５ 国際ロータリー第２７７０地区より、西日本豪雨災害 

義捐金ご協力の御礼とご報告が届いております。 

６ 国際ロータリー第２７７０地区より、ライダーズミー 

ティングのご案内が届いております。 

７ さいたま市花火大会実行委員会より、平成 30年度「さ 

いたま市花火大会」ご協賛のお礼が届いております。 

８ 埼玉県腎・アイバンク協会より、第 33回埼玉県「目の 

愛護デー」開催についてのお願いが届いております。 

９ 一般社団法人ロータリーの友事務局より、広報誌「Ｒ 

ＯＴＡＲＹ 世界と日本」が届いております。 

１０ 姉妹クラブの千倉ロータリークラブより、活動計画 

書が届いております。 

１１ 大宮西ロータリークラブ、大宮北ロータリークラブ、 

大宮東ロータリークラブ、岩槻東ロータリークラブ、 

大宮北東ロータリークラブより、9月例会予定表が届 

いております。 

１６ 大宮西ロータリークラブ、大宮北東ロータリークラ 

ブより、８月分週報が届いております。 

 

次年度幹事報告       副幹事 増岡昌行 

地区より、2019～2020年度地区役員として

積極的に委員会へ協力（委員会は 100％出席）

できる方 1 名推薦の依頼が届いております。

希望する方は 10 月 10 日までに副幹事までお

願い致します。（ロータリー暦が 3 年以上の

方） 

 

去る8月19日の岩槻

まつりにおいて開催さ

れたバザーの売上金

43,980円を岩槻高校イ

ンターアクトクラブ顧

問内井利一先生と部長

の佐藤昴輝君に授与致

しました。今後の活動

に役立てて貰います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発 行   会報・広報委員会   委員長 出山知宏  副委員長 藤澤洋介  委員 志水一雄 中村 正 

出席報告 
会員数 出席数 免除者 ＭＵ 出席率 

25 16   64.00％ 

 

スマイル報告 
本日のスマイル合計 20,000 円 

年間累計額 206,000 円 

 

ビジター 

第４Ｇガバナー補佐 菊池和彦 様 

「来週はいよいよ中川ガバナー公式訪問です。大勢の参加

を宜しくお願い致します。」 

メンバー（50音順） 

小田光司 菊地 廣 木村郁夫 小林 篤 鈴木 隆 

鈴木真樹 関根信行 田中芳明 田畑寛樹 津多一幸 

出山知宏 内藤 明 原田晃博 増岡昌行 三浦宣之 

 🌼たくさんのご芳志ありがとうございました🌼 

スマイルＢＯＸより 

第４Ｇガバナー補佐 菊池和彦 様 

 

クラブや地域社会と一緒に、奉仕プロジェクト（環境関

連のプロジェクトを含む）に参加するよう促す。 

８． 年次基金への寄付を増やし、2025年までに 20億 2500 

万ドルの恒久基金を達成する。 

優先項目３ 「公共イメージと認知度の向上」に関する目標 

９． ポリオ撲滅におけるロータリーとロータリアンの役割の 

周知を図る。 

１０．ロータリーへの認識を高め、「世界を変える行動人」キ 

ャンペーンを推進する。 

１１．ロータリーショーケースとアイデア応援サイトを利用し 

たり、クラブ史を記録することで、ロータリークラブの 

プロジェクトに対する認識を高める。 

●その他 

・インターアクト、姉妹・友好クラブを永続する為の問題提起 

・クラブ運営と予算 

・本年度月 3回に変更した例会について 

・ロータリー財団年次寄付 200ドルとポリオプラス寄付 50ド 

ル、ベネファクター1名。 

・米山寄付 1人 25,000円。 

・プロジェクターやスクリーンのご準備 

・クラブの決算書などの準備。 

・インターアクトクラブの活動、姉妹クラブ、友好クラブとの 

交流などをアピール 

・クラブの良い所、悪い所、強みなど現状分析。長期戦略計画。 

・「ロータリーは楽しくやらなければならない。」というガバナ 

ーの考え。 

・ガバナーは会員 1人 1人との交流を望まれているので、一人 

でも多くの方に出席して頂きたい。 

 

委員会報告 

青少年育成委員会 委員長 増岡昌行 

8月19日の岩槻まつりでのバザーについて、会員皆様の御協力

と岩高インターアクターの頑張りで、ご提供頂いた品物をす

べて売り切ることが出来ました。 

バザー売上金43,970円は岩槻高校インターアクトクラブの活

動に役立ててもらいます。また、チャリティー募金で集まっ

た23,301円は西日本豪雨災害復興支援とロータリー財団のポ

リオプラス寄付の方へ送金致します。 

 

クラブ研修リーダー 鈴木 隆 

9月4日のクラブ研修会には10名の会員皆様にご参加頂きまし

て誠にありがとうございました。 

次回の研修会は10月9日（火）夜19時よりクラブ事務所にて開

催致しますので、大勢のご参加を宜しくお願いします。 

皆様ご存知かとは思いますが、改めてＲＩ 

のテーマや地区の運営方針などについても復 

習しておきたいと思います。 

 

●2018-19 年度 RI テーマ 

バリー・ラシン会長は、2018-19年度テーマ「Be the 

Inspiration」「インスピレーションになろう」を発表しまし

た。このテーマにはラシン氏の「何か大きなことに挑戦しよ

うというインスピレーションを、クラブやほかのロータリア

ンに与えてください。自分よりも長く、後世にも生き続ける

ものを生み出すために、行動を起こす意欲を引き出していた

だきたいのです」というメッセージが強く表現されています。 

●2018-19年度地区運営方針 

すべてはクラブ活性化のために－実り豊かな奉仕を目指して 

国際ロータリー、ラシン会長の方針をできるだけ正確に会

長、会員へ伝えロータリアンの魂を呼び起こし、実り豊かな

奉仕へと結び付けたいと思っています。地区はクラブ活性化

のための支援を最優先の活動として運営していきます。 

2018-19 年度地区目標 

100％マイロータリーに登録する。 

全クラブがロータリー賞にチャレンジする。 

ローターアクトを倍増する。 

ロータリーデーを開催する。 

以下の RIの目標を実行する。 

優先項目１ 「クラブのサポートと強化」に関する目標 

１． 現会員を維持する。 

２． クラブの会員数を増やす。 

３． 新クラブを結成する。 

４． 女性会員、40歳未満の会員、ロータリーに入会するロ 

ーターアクターの数を増やす。 

優先項目２ 「人道的奉仕の重点化と増加」に関する目標 

５． ポリオ撲滅活動への現金寄付と地区からのＤＤＦ寄贈 

を増やす。 

６． ＤＤＦを利用した地元や海外での地区補助金ならびに 

グローバル補助金を増やす。 

７． インターアクトとローターアクトが地元のロータリー 

 

クラブ協議会 


